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本稿は、中国の省級党委員会書記（以下、省委書記）の昇進における地域間格差

に着目し、他地域に比べて党と国家の指導者を多く輩出してきた地域を「政治高地」

と定義する。そして、政治高地での勤務経験が、副国級以上への昇進ハザードとど

のように関連するのかを検討する。  

先行研究では、政治高地の歴史的背景や比較政治学上の位置づけ、エリートの昇

進に関わる要因が論じられてきた。しかし、なぜ一部の地域が他地域より多くの指

導者を輩出してきたのか、また、政治高地の所在がどのように変化してきたのかに

ついては、十分な実証分析が行われていない。  

本稿では、中央政治エリートの地方勤務歴と、各省における中央委員および中央

候補委員の人数を用いて、党大会期ごとの政治高地指数を作成し、その所在と変遷

を分析する。さらに、1992 年 10 月から 2026 年 5 月までの省委書記の任期別データ

を用い、政治高地と昇進との関連をコックス比例ハザードモデルによって検証す

る。分析対象は 190 件の任期であり、副国級以上への昇進イベントは 39 件である。 

政治高地指数の分析から、その所在は党大会期ごとに変化していることが明らか

となった。上海、広東、北京などが高い水準を維持する一方、習近平体制下では浙

江、福建、重慶の存在感が高まっており、内陸・西部地域との政治的格差も続いて

いる。  

コックス比例ハザードモデルの推定結果では、政治高地指数が 1 単位高い場合、

昇進ハザードは約 21.6％高く、両者の間には統計的に有意な正の関連が認められ

た。また、政治資本との交互作用も複数のモデルで有意であり、政治高地スコアと

昇進ハザードとの正の関連は、政治資本をもたない幹部において相対的に強い傾向

が確認された。  

 

 


